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線直角方向からの誘導が不可欠

です。しかし周囲が海域である

という現場条件から、陸上から

は法線方向の誘導しか確保でき

ないため、海上に測量櫓を設置

することとしました。設置箇所

は軟弱地盤が厚く、航路傍にあ

り船の航跡波による櫓の動揺が

懸念されたため、安定性の高い

3本脚の杭式構造として設計・

製作し設置しました。

　また、実際の杭打設管理にお

いては高精度な誘導シ

ステムを導入し、画

面上に表示された杭位

置に誘導線を重ねて表示さ

せ、特に難易度の高い斜杭

についても高い精度での打

設管理を実現できました。

3. おわりに

　本工事では様々な技術的

1. 工事概要

　本工事は、計画延長 140mの防波

堤築造工事のうち、最初の施工とな

る防波堤の先端部 24mの施工を行う

ものです。主要な工事内容は、鋼管

矢板 23 本と鋼管杭 12 本の打設で、

450t 吊クレーン付台船を杭打船とし

て用い、バイブロハンマと油圧ハン

マを併用して施工しました。

2. 精度の高い杭打設を実現するため

の工夫

　高精度な杭打設では法線方向と法

試行錯誤を経験することができまし

た。ここで得られた知見は、発注者

様と密接に連携しながら次期工事へ

繋げていけるよう情報共有と改善提

案に取り組んでまいります。
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